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区民のいのちと暮らしを守り
区民の願いに応える区政を

１５年第２回
定例区議会

日本共産党

４
月
に
行
わ
れ
た
区
議
会
議
員
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
は
６
人
全

員
が
当
選
し
ま
し
た
。
６
月
１１
日
に
は
早
速
、
「
区
民
生
活
を
守
る

た
め
の
区
長
申
入
れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

１５
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
１９
日
か
ら
７
月
３
日
の
日
程
で
開

か
れ
、
一
般
質
問
は
渡
辺
く
み
子
議
員
、
清
水
み
ち
こ
議
員
が
切
実

な
区
民
の
要
望
実
現
に
つ
い
て
区
長
に
た
だ
し
ま
し
た
。
区
か
ら
提

案
さ
れ
た
議
案
は
２０
件
、
う
ち
１３
件
に
は
賛
成
、
議
員
報
酬
引
上
げ

な
ど
７
件
に
反
対
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
区
議
団
は
「
戦
争
法
案
」
廃
案
求
め
る
請
願
な
ど
の
採

択
を
求
め
、
本
会
議
で
意
見
書
を
提
案
す
る
な
ど「
戦
争
法
案
反
対
」

に
全
力
を
挙
げ
ま
し
た
。

池
袋
駅
西
口
で
街
頭
宣
伝
を
行
う

日
本
共
産
党
区
議
団

戦
争
法
案
（
安
全
保
障
関

連
法
案
）
に
つ
い
て
、
半
数

以
上
の
人
が
「
憲
法
違
反
」

と
答
え
、
今
国
会
で
の
成
立

に
反
対
の
人
は
約
６
割
に
上

り
ま
す
。
７
月
１６
日
に
は
、

衆
院
本
会
議
で
、
強
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
国
会
で
の
強

行
が
許
さ
れ
な
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
国
民
多
数
が
「
違
憲
」

と
考
え
る
法
案
は
直
ち
に
廃

案
に
す
べ
き
で
す
。
日
本
共

産
党
区
議
団
は
、
池
袋
駅
西

口
や
大
塚
駅
北
口
な
ど
で
街

頭
宣
伝
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
２
回
定
例
会
で
は
、
渡

辺
く
み
子
議
員
が
、
一
般
質

問
で
「
戦
争
法
案
に
反
対
す

べ
き
」
と
区
長
に
た
だ
し
ま

し
た
。
（
二
面
参
照
）

ま
た
、
区
民
か
ら
は
「
戦

争
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
請
願
」
「
平
和

安
全
法
案
の
審
議
に
関
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
」
な
ど
が
だ
さ
れ
、
総
務

員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
、清
水
両
議
員
は「
街

頭
で
宣
伝
し
て
い
る
と
『
戦

争
は
嫌
だ
』
と
子
ど
も
た
ち

が
寄
っ
て
く
る
。
お
年
寄
り

か
ら
も
絶
対
に
戦
争
し
て
は

な
ら
な
い
と
声
が
か
か
る
」

「
違
憲
の
戦
争
法
案
は
廃
案

に
す
べ
き
」
と
請
願
な
ど
の

採
択
を
主
張
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
自
民
党
・
公
明
党
は

「
国
際
情
勢
が
変
わ
っ
た
」

「
国
際
貢
献
が
必
要
」「
憲
法

違
反
と
は
考
え
な
い
」「
違
憲

と
い
う
の
は
学
者
の
私
見
」

な
ど
と
い
っ
て
多
数
で
不
採

択
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
会
議
最
終
日
に
は
、
清

水
み
ち
こ
議
員
が
、
請
願
等

の
不
採
択
に
反
対
す
る
討
論

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日

本
共
産
党
は
「
安
全
保
障
法

制
関
連
法
案
を
廃
案
と
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
を

提
案
し
ま
し
た
が
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
自
民
党
が
「
平
和
安
全

法
制
に
関
す
る
意
見
書
」
を

提
案
、
公
明
党
が
賛
成
し
、

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
三
面
参
照
）

新
ホ
ー
ル
は
７５
億
円
、東
西
デ
ッ
キ
も
促
進

豊
島
区
が
庁
舎
跡
地
に
計

画
し
て
い
る
「
新
ホ
ー
ル
」

が
６９
億
５
０
０
０
万
円
（
消

費
税
込
で
約
７５
億
円
）
と
大

幅
に
増
え
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

区
は
、
庁
舎
跡
地
を
民
間

事
業
者
に
貸
付
け
、
賃
料
の

一
括
前
払
金
で
新
庁
舎
建
設

資
金
を
賄
う
と
し
て
き
た
も

の
の
、
地
価
が
下
が
り
目
論

見
が
外
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

そ
こ
で
１３
年
６
月
、
区
が

５０
億
円
で
１
３
０
０
人
の
劇

場
（
新
ホ
ー
ル
）
を
作
る
こ

と
を
発
表
。
こ
れ
を
含
め
周

辺
整
備
に
１
１
４
億
円
を
つ

ぎ
込
む
こ
と
で
、
民
間
事
業

者
を
誘
致
す
る
と
し
た
の
で

す
。今

年
３
月
「
優
先
交
渉
権

者
」
を
東
京
建
物
・
サ
ン
ケ

イ
ビ
ル
・
鹿
島
建
設
の
グ
ル

ー
プ
に
決
定
、
７６
年
間
の
定

期
借
地
権
賃
料
と
し
て
１
９

１
億
円
を
受
け
取
る
と
公
表

し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
も
新

ホ
ー
ル
の
金
額
は
明
ら
か
に

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
定
都
市
再
生
緊
急

整
備
地
域
指
定

区
は
７
月
の
特
定
都
市
再

生
緊
急
整
備
地
域
指
定
に
合

わ
せ
、
「
豊
島
区
池
袋
駅
周

辺
地
域
再
生
委
員
会
」
と
い

う
附
属
機
関
を
設
置
す
る
条

例
を
提
案
、
総
務
委
員
会
で

審
査
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地

域
内
に
は
す
で
に
東
西
デ
ッ

キ
な
ど
様
々
な
開
発
行
為
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
地
域
指

定
は
「
公
共
貢
献
」
の
名
の

も
と
に
民
間
企
業
へ
の
規
制

緩
和
や
税
制
優
遇
な
ど
を
柱

に
民
間
主
導
の
開
発
行
為
を

推
し
進
め
る
も
の
で
す
。「
再

生
委
員
会
」
の
委
員
は
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
、
鉄
道
、
デ
パ
ー

ト
な
ど
大
手
企
業
が
半
数
以

上
を
占
め
、
区
内
団
体
や
区

内
ま
ち
づ
く
り
団
体
か
ら
の

委
員
は
４０
人
中
７
名
、
議
員

や
公
募
区
民
も
い
ま
せ
ん
。

区
民
の
声
が
反
映
で
き
る
の

か
疑
問
も
あ
り
、
区
議
団
は

条
例
に
反
対
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
に
続
き
大
型
開
発
目
白
押
し
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いのちを守り暮らしを支える
区政に転換せよ

だれもが安心して
子育てのできる豊島区政を

区
長
の
平
和
に
対
す
る

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

渡
辺
議
員
は
、「
安
保
関
連

法
案
は
明
白
に
憲
法
９
条
に

違
反
。
『
憲
法
を
遵
守
す
る
』

と
し
て
き
た
区
長
は
法
案
に

反
対
す
べ
き
」
と
質
し
ま
し

た
。
し
か
し
区
長
は
「
切
れ

目
の
な
い
平
和
安
全
法
は
必

要
。
反
対
を
表
明
す
る
考
え

は
な
い
」と
拒
否
し
ま
し
た
。

区
政
に
臨
む
区
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

渡
辺
議
員
は
ま
ず
、
区
民

の
生
活
実
態
の
認
識
と
救
済

策
に
つ
い
て
質
問
。
区
長
は

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景

気
循
環
の
恩
恵
が
行
き
渡
る

に
は
時
間
が
か
か
る
。
厳
し

い
生
活
状
況
に
あ
る
方
が
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
」

と
し
、
「
自
立
支
援
の
強
化
、

融
資
事
業
の
拡
充
等
の
充
実

を
図
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

次
に
渡
辺
議
員
は
旧
庁
舎

地
活
用
等
に
関
連
し
て
財
政

運
営
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。
「
公
会
堂
跡
地
の
新
ホ

ー
ル
建
設
費
は
今
年
３
月
に

５０
億
円
と
し
て
い
た
が
、
６

月
に
７０
億
円
と
２０
億
円
も
増

額
。
結
果
、
旧
庁
舎
地
周
辺

整
備
費
１
１
４
億
円
が
１
３

４
億
円
と
な
り
、
新
庁
舎
建

設
費
１
４
１
億
円
を
合
わ
せ

る
と
２
７
５
億
円
。
新
庁
舎

建
設
に
『
税
金
投
入
は
し
な

い
』
と
し
て
い
る
が
、
旧
庁

舎
と
公
会
堂
跡
地
の
７０
年
間

の
借
地
料
一
括
で
１
９
１
億

円
入
っ
て
も
、
８４
億
円
も
の

税
金
投
入
」と
指
摘
し
、「
区

長
の
責
任
は
重
大
。
税
金
投

入
が
際
限
な
く
増
え
る
懸
念

も
あ
り
、
新
ホ
ー
ル
計
画
は

見
直
す
べ
き
」
と
追
及
。
さ

ら
に
「
今
後
、
東
西
デ
ッ
キ

等
へ
の
税
金
投
入
が
区
財
政

を
圧
迫
し
な
い
と
言
え
る
の

か
」
と
質
し
ま
し
た
。
し
か

し
区
長
は
「
新
ホ
ー
ル
計
画

等
の
開
発
は
投
資
。
見
直
し

は
し
な
い
」
「
東
西
デ
ッ
キ

等
の
整
備
に
は
適
切
な
負
担

を
す
る
」
と
答
弁
。

区
民
の
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
る

施
策
の
拡
充
を

次
に
渡
辺
議
員
は
選
挙
公

約
で
あ
る
「
６
つ
の
緊
急
提

案
」
を
実
現
す
る
立
場
か
ら

質
問
し
ま
し
た
。

ま
ず
今
年
大
幅
に
値
上
げ

さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
料
に

つ
い
て
、
「
国
の
保
険
者
支

援
金
５
億
７
千
万
円
を
活
用

し
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
」、

「
保
険
料
値
上
げ
に
つ
な
が

る
国
保
の
都
道
府
県
化
（
広

域
化
）
に
反
対
す
べ
き
」
と

求
め
ま
し
た
。
し
か
し
区
は

全
て
拒
否
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
は
介
護
保
険

料
も
値
上
げ
さ
れ
た
た
め
、

改
め
て
区
独
自
の
保
険
料
減

免
制
度
の
実
施
を
求
め
ま
し

た
。
区
は
「
保
険
料
の
新
た

な
減
免
は
し
な
い
が
、
区
独

自
の
特
例
減
免
の
運
用
は
拡

充
し
た
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

次
に
認
可
保
育
園
増
設
に

つ
い
て
「
４
月
の
待
機
児
は

２
０
９
人
。
保
育
の
質
の
確

保
等
、
園
庭
の
あ
る
認
可
保

育
園
の
更
な
る
増
設
と
３
歳

以
上
の
待
機
児
の
緊
急
対
策

を
」
求
め
た
と
こ
ろ
、
区
は

「
地
域
ニ
ー
ズ
に
よ
り
増
設

す
る
」
「
３
歳
以
上
は
来
年

度
１
７
０
名
程
度
増
員
予

定
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
商
店
街
の
街
路

灯
設
置
補
助
や
、
防
災
対
策

と
し
て
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

設
置
補
助
制
度
等
の
創
設
を

求
め
ま
し
た
が
、
区
は
拒
否

し
ま
し
た
。

低
所
得
者
の

住
ま
い
の
確
保
を

最
後
に
渡
辺
議
員
は
、
開

発
等
で
立
ち
退
く
借
家
人
へ

の
従
前
居
住
者
対
策
の
実
施

を
求
め
、
区
は
「
家
賃
助
成

と
安
心
住
ま
い
提
供
事
業
の

組
み
合
わ
せ
等
、
制
度
の
拡

充
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

高
校
生
ま
で

医
療
費
を
無
料
に

清
水
議
員
は
、
「
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
」
は

子
育
て
支
援
の
柱
で
、
年
間

予
算
約
１
億
円
で
拡
充
で

き
、
子
育
て
世
代
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
生
の
声
を
盛
り
込
ん

で
実
現
を
要
求
し
ま
し
た
。

し
か
し
区
は
、
高
校
生
は
乳

幼
児
や
小
・
中
学
生
に
比
べ

て
、
医
療
費
に
係
わ
る
家
計

負
担
は
少
な
い
と
し
て
拒
否

し
ま
し
た
。

教
育
の
私
費
負
担
の

軽
減
に
つ
い
て

清
水
議
員
は
、
制
服
な
ど

中
学
入
学
時
の
私
費
負
担
が

大
き
い
こ
と
を
指
摘
。
実
情

に
合
う
よ
う
就
学
援
助
の
支

給
額
を
拡
充
し
、
中
学
入
学

時
な
ど
は
申
請
・
支
給
が
前

倒
し
で
で
き
る
よ
う
要
求
し

ま
し
た
。
し
か
し
区
は
、
支

給
額
の
拡
充
は
考
え
て
い
な

い
。
申
請
時
期
に
つ
い
て
も

手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
と
拒

否
し
ま
し
た
。清
水
議
員
は
、

就
学
援
助
を
受
け
て
い
な
い

家
庭
に
も
、
修
学
旅
行
の
交

通
費
補
助
（
２
０
０
０
年
廃

止
、
一
人
あ
た
り
７
５
０
０

円
）
の
復
活
、
給
食
費
の
無

料
化
を
迫
り
ま
し
た
。
区
は

い
ず
れ
も
拒
否
し
ま
し
た

が
、修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
も
含
め

て
検
討
す
る
と
し
ま
し
た
。

区
営
住
宅
と
家
賃
助
成
を

清
水
議
員
は
、
区
民
要
望

の
高
い
区
営
住
宅
の
建
設

と
、
新
宿
区
の
よ
う
な
子
育

て
世
代
、
若
年
層
な
ど
へ
の

家
賃
助
成
制
度
の
創
設
を
要

求
し
ま
し
た
。
区
は
区
営
住

宅
の
建
設
は
考
え
て
い
な

い
、
家
賃
助
成
制
度
に
つ
い

て
も
、
直
ち
に
導
入
す
る
こ

と
は
困
難
と
道
を
閉
ざ
し
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
課
窓
口
の

民
間
委
託
を
や
め
よ

清
水
議
員
は
、
窓
口
の
暗

証
番
号
入
力
機
器
に
、
目
隠

し
カ
バ
ー
す
ら
つ
い
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
。
民
間
委
託

は
窓
口
待
ち
時
間
の
長
時
間

化
の
原
因
で
あ
る
こ
と
、
個

人
情
報
の
観
点
か
ら
も
民
間

委
託
を
や
め
よ
と
求
め
ま
し

た
。
区
は
カ
バ
ー
に
つ
い
て

は
「
直
ち
に
購
入
、
装
着

し
、
改
善
し
た
」
と
し
ま
し

た
が
、
民
間
委
託
は
継
続
す

る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

清
水
み
ち
こ
議
員
が
一
般
質
問

渡
辺
く
み
子
議
員
が
一
般
質
問
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戦
争
を
美
化
す
る
歴
史
教
科
書
採
択
の
策
動
許
す
な

請
願
採
択
を
阻
止

今
年
の
夏
、
来
年
度
か
ら

使
用
す
る
中
学
校
教
科
書
の

採
択
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
議
会
に
は
、
教
育
問
題

懇
話
会
豊
島
区
世
話
人
代
表

者
か
ら
「
豊
島
区
の
中
学
校

に
ふ
さ
わ
し
い
教
科
書
選
び

に
つ
い
て
」
の
請
願
が
、
自

民
党
１０
名
、
公
明
党
２
名
、

無
所
属
１
名
の
１３
名
が
紹
介

議
員
と
な
っ
て
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

請
願
に
は
、
公
民
を
育
成

す
る
た
め
の
中
学
校
社
会
科

で
は
、
「
わ
が
国
の
連
綿
た

る
悠
久
の
歴
史
、
文
化
、
伝

統
を
学
び
、
国
や
郷
土
に
対

す
る
愛
情
を
育
み
」
等
を
主

張
、
現
行
の
教
科
書
を
批
判

し
て
い
ま
す
。

審
査
さ
れ
た
子
ど
も
文
教

委
員
会
で
、
請
願
者
か
ら
意

見
陳
述
が
あ
り
、
か
き
う
ち

議
員
の
質
問
に
対
し
、
採
択

し
て
い
た
だ
き
た
い
教
科
書

は
「
自
由
社
」
の
教
科
書
で

あ
る
と
答
え
ま
し
た
。

か
き
う
ち
議
員
は
、
「
こ

の
請
願
は
、
特
定
の
教
科
書

採
択
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
。
区
議
会
の

議
論
を
介
し
て
、
教
育
委
員

会
に
圧
力
を
か
け
る
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
」
と
厳
し
く

指
摘
し
ま
し
た
。

自
民
党
は
会
派
の
結
論
を

経
た
と
採
択
を
表
明
し
ま
し

た
。
紹
介
議
員
に
な
っ
て
い

た
公
明
党
は
、
意
見
陳
述
か

ら
総
合
的
に
判
断
し
た
と
し

て
、
継
続
審
査
を
表
明
し
ま

し
た
。

採
決
に
あ
た
り
、
日
本
共

産
党
か
き
う
ち
議
員
、
民
主

ネ
ッ
ト
も
継
続
審
査
を
主

張
。
そ
の
結
果
、
請
願
の
採

択
は
、
阻
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

図
書
館
指
定
管
理
者
制
度
に
反
対

今
議
会
に
区
は
、
図
書
館

に
指
定
管
理
者
を
導
入
す
る

た
め
の
条
例
案
を
提
出
、
子

ど
も
文
教
委
員
会
で
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
東
部
地
域

の
駒
込
図
書
館
と
上
池
袋
図

書
館
を
２
０
１
６
年
４
月
か

ら
、
西
部
地
域
の
池
袋
図
書

館
と
目
白
図
書
館
を
２
０
１

７
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者

に
よ
る
運
営
を
開
始
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

区
は
、
指
定
管
理
者
を
導

入
す
る
目
的
と
し
て
、
�
地

域
図
書
館
の
活
性
化
を
図
る

�
地
域
図
書
館
の
開
館
日
を

拡
大
し
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
と
し
て
い
ま
す
。

か
き
う
ち
信
行
議
員
は
、

図
書
館
は
、
生
涯
教
育
の
提

供
の
場
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
、
専
門
性
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
事
業

の
継
続
性
か
ら
み
て
、
直
営

で
行
う
べ
き
も
の
と
主
張
し

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
立
場

か
ら
日
本
図
書
館
協
会
が
、

公
立
図
書
館
に
は
指
定
管
理

者
制
度
は
適
切
で
な
い
と
の

見
解
を
表
明
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
ま
し
た
。

図
書
館
は
、
今
で
も
非
常

勤
職
員
が
多
く
、
指
定
管
理

者
に
な
れ
ば
一
層
、
雇
用
は

不
安
定
に
な
り
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
後
退
す
る
と
し
て
、

導
入
に
反
対
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
自
民
、
公
明
、

民
主
ネ
ッ
ト
な
ど
与
党
の
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

戦
争
法
案
廃
案
の
意
見
書

自
民
党
・
公
明
党
が
否
決

７
月
３
日
の
最
終
本
会
議

に
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

「
安
保
法
案
を
廃
案
と
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
を

提
案
し
ま
し
た
。

提
案
者
を
代
表
し
て
森
議

員
は
、
「
憲
法
の
枠
組
み
を

無
視
し
た
法
案
は
立
憲
主
義

を
破
壊
す
る
暴
挙
」
と
可
決

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
民
主

ネ
ッ
ト
も
同
趣
旨
の
意
見
書

を
提
出
。
こ
れ
ら
に
自
公
が

反
対
し
た
た
め
否
決
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
自
民
党
は

法
案
成
立
を
求
め
る
内
容
の

意
見
書
を
提
案
し
、
こ
ち
ら

は
自
公
の
賛
成
多
数
で
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

戦
争
法
案
は
５
月
２６
日
、

衆
院
本
会
議
で
審
議
入
り

し
、
日
本
共
産
党
の
国
会
論

戦
や
国
民
運
動
の
発
展
で
反

対
世
論
が
大
き
く
広
が
っ
て

い
ま
す
。
７
月
９
日
の
朝
日

新
聞
は
、
全
国
の
議
会
で
可

決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
法
案

に
「
反
対
」が
１
４
４
議
会
、

「
慎
重
に
」
が
１
８
１
議
会

に
の
ぼ
り
、
自
公
が
賛
同
し

た
も
の
も
少
な
く
な
い
と
報

道
し
ま
し
た
。
「
賛
成
」
は

わ
ず
か
６
議
会
だ
け
で
す
。

世
論
に
逆
行
し
て
法
案
成

立
を
求
め
た
自
公
に
対
し
、

区
民
か
ら
は
批
判
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

国
保
の
広
域
化
撤
回
等
を

求
め
る
陳
情

自
民
・
公
明
・
民
主
ネ
ッ
ト
等
が
不
採
択
に

今
議
会
に
、
「
国
民
健
康

保
険
制
度
の
広
域
化
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
提
出
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
料
の
区
独
自

の
減
額
制
度
創
設
を
求
め
る

陳
情
」
（
豊
島
区
社
会
保
障

推
進
協
議
会
）が
提
出
さ
れ
、

区
民
厚
生
委
員
会
（
渡
辺
く

み
子
委
員
長
）
で
審
査
さ
れ

ま
し
た
。

儀
武
議
員
は
、
「
高
す
ぎ

る
保
険
料
で
滞
納
者
が
増

大
、
資
格
証
発
行
も
２３
区
中

で
３
位
と
高
位
、
保
険
料
の

値
上
げ
と
徴
収
強
化
に
つ
な

が
る
国
保
の
広
域
化
は
撤
回

を
。
誰
で
も
医
療
を
受
け
る

権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
区

独
自
の
減
免
制
度
を
創
設
す

べ
き
」
と
採
択
を
主
張
。

と
こ
ろ
が
、
与
党
は
「
持

続
可
能
な
制
度
に
す
る
た
め

に
は
広
域
化
は
や
む
を
得
な

い
」
な
ど
と
言
っ
て
不
採
択

に
し
、
区
民
の
願
い
に
背
を

向
け
ま
し
た
。

「
議
員
報
酬
引
上
げ
は
や
め
よ
」

日
本
共
産
党

区
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

区
長
と
副
区
長
の
給
料
、
常

勤
監
査
委
員
と
教
育
長
の
給

与
の
引
き
上
げ
条
例
が
提
案

さ
れ
、
総
務
委
員
会
で
審
査

さ
れ
ま
し
た
。
小
林
、
清
水

両
議
員
は
、
「
豊
島
区
議
の

月
額
報
酬
は
２３
区
の
中
で
低

い
が
、
期
末
手
当
も
含
む
総

額
で
は
２３
区
で
４
位
。
き
び

し
い
区
民
生
活
の
実
態
か
ら

み
て
も
、
引
き
上
げ
す
べ
き

で
な
い
」
と
し
て
、
引
き
上

げ
に
反
対
し
ま
し
た
。

主
な
条
例

請
願

陳
情

意
見
書
に
つ
い
て
（
四
面
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

ぎぶさとる議員

かきうち信行議員

森とおる議員

小林ひろみ議員
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区
民
生
活
を
守
る
た
め
、

区
長
へ
申
し
入
れ

６
月
１１
日
区
議
団
は
、
今

こ
そ
豊
島
区
が
住
民
の
命
と

く
ら
し
を
守
る
自
治
体
本
来

の
仕
事
を
す
べ
き
と
し
て
９

項
目
の
「
区
民
生
活
を
守
る

た
め
の
申
し
入
れ
」
を
行
い

ま
し
た
。

１
�
憲
法
違
反
の
「
戦
争
立

法
」
に
反
対
を
表
明
す
る

こ
と
。

２
�
国
民
健
康
保
険
料
・
介

護
保
険
料
の
軽
減
措
置
を

実
施
す
る
こ

と
。

３
�
子
ど
も
の
医

療
費
無
料
化
を

高
校
生
ま
で
拡
充
す
る
こ

と
。

４
�
７０
歳
か
ら
７４
歳
の
医
療

費
自
己
負
担
を
１
割
に
軽

減
す
る
こ
と
。

５
�
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す

る
た
め
認
可
保
育
園
を
早

急
に
増
設
す
る
こ
と
。
当

面
待
機
児
童
の
緊
急
対
策

を
と
る
こ
と
。

６
�
待
機
者
を
ゼ
ロ
に
す
る

た
め
特
養
ホ
ー
ム
の
区
内

増
設
計
画
を
た
だ
ち
に
た

て
る
こ
と
。

７
�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
拡
充
・
商
店
街
街

路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
区
独

自
の
補
助
制
度
を
実
施
す

る
こ
と
。

８
�
区
営
住
宅
・
福
祉
住
宅

の
増
設
及
び
家
賃
補
助
制

度
を
拡
充
す
る
こ
と
。

９
�
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
。

区
議
団
長

子
ど
も
文
教
委

員
会
委
員
、
環

境
・
清
掃
対
策

調
査
特
別
委
員

会
委
員
長

区
議
団
幹
事
長

区
民
厚
生
委
員

会
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
会

委
員
、
防
災
・

震
災
対
策
調
査

特
別
委
員
会
委

員区
民
厚
生
委
員

会
委
員
、
副
都

心
開
発
調
査
特

別
委
員
会
副
委

員
長
、
行
財
政

改
革
調
査
特
別

委
員
会
委
員

区
議
団
副
団
長

総
務
委
員
会
委

員
、
公
共
施
設

・
公
共
用
地
有

効
活
用
対
策
調

査
特
別
委
員
会

副
委
員
長

区
議
団
副
幹
事
長

都
市
整
備
委
員

会
委
員
、
議
会

運
営
委
員
会
副

委
員
長
、
公
共

施
設
・
公
共
用

地
有
効
活
用
対

策
調
査
特
別
委

員
会
委
員

総
務
委
員
会
委

員
、
環
境
・
清

掃
対
策
調
査
特

別
委
員
会
委
員

○は可決に賛成 ×は可決に反対 －は棄権

議
会
人
事
が
き
ま
り
ま
し
た

☆
副
都
心
開
発
調
査
特
別
委
員
会
は

全
議
員
が
委
員
で
す
。

ご意見、ご要望をお寄せください。日本共産党豊島区議団 TEL０３（３９８１）１４２９ jcptoshimakugidan@ever.ocn.ne.jp

結果

可決

可決

可決

可決

可決

否決

否決

不採択

不採択

継続

不採択

社

民

党

○

○

○

○

×

○

○

不採択
に反対

不採択
に反対

継続に
賛成

不採択
に賛成

元

気

の

会

○

×

○

×

×

○

○

棄権

不採択
に反対

継続に
反対

不採択
に賛成

刷

新

の

会

○

×

○

×

×

○

○

棄権

不採択
に反対

継続に
反対

不採択
に賛成

民

主

ネ

ッ

ト

○

○

○

○

×

○

○

棄権

不採択
に反対

継続に
賛成

不採択
に賛成

日

本

共

産

党

×

×

×

×

×

○

○

不採択
に反対

不採択
に反対

継続に
賛成

不採択
に反対

公

明

党

○

○

○

○

○

×

×

不採択
に賛成

不採択
に賛成

継続に
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会派など

意見がわかれた
主な議案等

豊島区附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例

豊島区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例

豊島区長及び副区長の給料等に関する条例の一部を改正す
る条例

豊島区立図書館設置条例の一部を改正する条例

平和安全法制に関する意見書

安全保障法制関連法案を廃案とすることを求める意見書

「安全保障関連法案」の撤回を求める意見書

日本を「海外で戦争する国」にする「戦争法案」の廃案の
意見書提出をもとめる請願

「平和安全法」案は、国民の理解と納得を得るまで期限を
定めず審議をつくすべきであるとの意見書を国に提出する
ことを求める請願

豊島区の中学校にふさわしい教科書選びについての請願

国民健康保険制度の広域化撤回を求める意見書提出および
国民健康保険料の区独自の減額制度創設を求める陳情
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